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兵庫県公立大学法人経営審議会（令和５年度・第50回）議事録 

 

１ 日 時  令和５年10月27日（金）13:30～15:30  

２ 場 所  神戸市西区学園西町8-2-1（兵庫県公立大学法人本部棟大会議室） 

３ 出席者    

⑴ 理事長 國井総一郎  兵庫県立大学学長兼副理事長 髙坂  誠 

 芸術文化観光専門職大学学長兼副理事長 平田オリザ  副理事長兼事務総長 小川 佳宏 

 理事兼兵庫県立大学副学長 畑   豊  理事兼兵庫県立大学副学長 坂下 玲子 

 理事兼兵庫県立大学副学長 内田 勇人  理事兼芸術文化観光専門職大学副学長 川目 俊哉 

 理事兼副事務総長 盛山  忠  副事務総長 日下部雅之 

 委員（外部有識者） 井上 琢智  委員（外部有識者） 岡村 武和 

 委員（外部有識者）  西村  肇  委員（外部有識者）  藤嶋 純子 

 委員（外部有識者）  村上早百合  委員（外部有識者）  村山  滋 

 委員（外部有識者）  山本 裕之    

 監事（非常勤） 畠  充治  監事（非常勤） 岡本 俊二 

 兵庫県立大学副学長 草薙 真一  芸術文化観光専門職大学副学長 藤野 一夫 

⑵ 欠席者     

 委員（外部有識者） 石田 雅昭  委員（外部有識者） 片田 範子 

 

４ 審議事項 

⑴ 兵庫県立大学将来構想の基本骨格（素案）に関する件 

   兵庫県立大学将来構想の基本骨格（素案）に関して、盛山理事から説明を行い、審議され

た。 

（委員からの主な意見） 

・ 今後、対外的に公表する際は各ステークホルダーに向けて効果的に示すことが必要。ま

た、構想を作成しただけで終わらず、教職員に浸透させ、実行させることが重要。 

・ コンセプトや目指すべき将来像には、県立大学ならではという独自性を意図的に打ち

出すことが必要。特に「グローバル」「学際的」「実学・社会実装」の３点を、より鮮明に

表現すべきと考える。 

・ 基本目標での「世界・人類の幸せに貢献し得る大学」と、県立大学のミッションでの

「地域」を中心とする記載について、両者のつながり・関係性の整理が必要 

 ・ SWOT分析の機会の欄に「女性の活躍推進」とあるが、コンセプトや将来像等には記載が

ない。女性の活躍推進に関する取組を、特色ある取組として打ち出してはいかがか。 
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５ 報告事項 

 ⑴ 令和４年度の業務実績に関する評価及び第二期中期目標期間全体の見込評価について 

   事務局から、令和４年度の業務実績に関する評価及び第二期中期目標期間全体の見込評

価について、資料に基づき報告を行った。 

 

 ⑵ 兵庫県立大学・芸術文化観光専門職大学の授業料等無償化について 

   事務局から、兵庫県立大学・芸術文化観光専門職大学の授業料等無償化について、資料

に基づき報告を行った。 

 

６ その他事項 

⑴ 次回経営審議会開催予定について 

事務局から、次回の経営審議会開催予定（令和５年 12月 22日）について説明を行った。 

 

以上 


